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理 由 

日本の領海である尖閣諸島(魚釣島、北小島、南小島)周辺海域に於いて、

船舶(主に漁船)の安全、安心を守るための係留ブイを早急に設置することを

求めるため。 



尖閣諸島(魚釣島、北小島、南小島) 周辺海域に係留ブイ設置を 

求める意見書 

 

尖閣諸島は石垣島から約 170キロ北西に位置する絶海の孤島であり黒潮流れ

る好漁場であります。尖閣諸島魚釣島、北小島、南小島周辺海域はアカマチな

どの高級魚の漁場として知られ、安心、安全な漁場の確保が大きな課題となっ

ております。 

同海域での漁労は日帰りではなく、ほとんどが周辺海域で停泊する形態が定

着し、夜間の停泊は潮の流れや風向きを考慮し、安全に停泊することが求めら

れるものの実態は厳しいものがあります。 

本来なら島影の波の穏やかな風を避ける場所で錨を降ろして停泊することが

できれば最も安全でありますが、現状では島に近づくことができません。漁港

(船溜まり)の建設が悲願であります。 

漁船での停泊は潮の流れも速く、風をまともに受け、高波に揺られながら停

泊せざるを得ないのが現状で、一晩で数キロも流されることもあり、周辺海域

での漁船の安全、安心のための対策が必要であります。 

よって国に於かれましては日本の領海である尖閣諸島(魚釣島、北小島、南

小島)周辺海域に於いて、船舶(主に漁船)の安全、安心を守るための係留ブイ

を早急に設置することを求めます。 

以上、地方自治法第 99条の規定により意見書を提出します。 

令和６年６月 17日 

石 垣 市 議 会 

 

宛先  内閣総理大臣、内閣官房長官、防衛大臣、農林水産大臣、国土交通大臣、 

内閣府特命担当大臣（沖縄及び北方対策）、海上保安庁長官、 

水産庁長官、沖縄県知事 


